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はしがき

近年、表皮における角化のメカニズムの解 明は急速に進んでいるが、その中で表

皮細胞が角質細胞 に分化する過程で形成 されるcornifiedcellenvelopeが 特 に注 目 さ

れ てい る。 このcomifiedcellenvelopeの 前駆体 と して は従来 、involucrinが 推 定 さ

れて いた が 、近年loricrinが 同定 され、正 常表 皮 にお け るcornifiedcellenvelopeの

主成 分 と考 え られ て い る。わ れわ れは抗 ヒ ト ・ロリク リン単 クロー ン抗体の作成を

試み、あわせて乾癬表皮を中心 とす る皮膚疾患 におけるロリク リンの発現 な らび

に染色パ ター ンの違いを検討 した。
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